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ビジネス目標達成に必要な組織や
要件の洗い出し
成果物︓『自社要件定義』

タスクの役割分担を定義
成果物︓ 『役割レベル設定等』

ビジネス目標達成のために必要
なタスクを定義
成果物︓ 『自社タスク定義』

タスク診断に必要な情報を
定義し、診断ツールに反映
成果物︓ 『タスク診断条件設定』

診断ツールで診断した結果を確認
成果物︓ 『現状分析結果』

タスクを実⾏するための詳細な評価項目を定義
成果物︓『役割･タスク･クロスリファレンス』
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i コンピテンシ ディクショナリ活用
ワークショップとは︖ (2)

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

① 自社要件定義

② 自社タスク定義

③ 役割概要設定

④
役割・タスク
クロスリファレンスⅠ

⑤
役割・タスク
クロスリファレンスⅡ

⑥ 役割レベル設定

⑦ 現状分析予測

⑧ 現状分析結果

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定

説明・
サンプル提示

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定

各社プレゼン・
確定

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定

説明・
サンプル提示

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定

各社プレゼン・
確定

【ワークショップの概要】

説明・
サンプル提示

各社プレゼン・
確定
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【1日目】要求分析

■ 投資効果に見合う案件の精選と、システム開発体制の合理化 ■ 案件毎の要件の確実性・合理性精査と、真に必要な案件に絞った対応。

～　2008年度に目指す姿　～ 統合後の追いつき案件への立上げが一巡したことにより、今期からは案件着手時に ・　システム開発依頼に至ったプロセスの確認（大型案件）

おける投資効果の見極めをより厳格に行い、システム開発体制の合理化・適正化を 　～大型案件に関しては、主管部（＝申請部）による全体取り纏め、および、業務戦略その

【世界屈指の総合金融グループの中核証券に相応しい 図る。 　　ものの経営承認に係るエビデンスの確認を実施。不備がある場合は調整を行う。

ＩＴガバナンス体制の確立】 ◆ 新しい施策・業容拡大等に資するシステムインフラ構築(継続) ・　個別案件の投資効果確認の厳格化

リテール業務量増加対応、新エクイティフロントシステムなど、大手証券に伍する証券 　～D票およびD票別紙の記載・申告内容の精緻化を推進し、投資案件の内容と投資効果

・ 業務特性・時代の変化を捉えたITソリューション構築力の強化 会社として相応しいシステムインフラの構築を推進する。 　　について事前に十分把握可能な状態であることを確認の上で見積・開発を行う。

・ 高度の専門性を有する問題解決型人材の育成 ◇ 災害対策の策定と内部統制の確立(継続) 　～ﾘﾘｰｽ後一定期間を過ぎた案件については、当初申請の効果についてトレースを行う。

・ グループ全体のＩＴリソース有効活用 災害対策について、これまでの検討経緯を踏まえ、具体的な立上げの推進を行う。

・ 大手証券としての業容に耐えうるシステム基盤の設計・構築 また、内部統制確立の施策として､SOXの本格実施対応を推進するほか、システムの ◆ 戦略的業務対応

利用権限付与の在り方について検討を行う。 ・　次期エクイティシステム（Fidessa）の構築

□ システム開発・導入に係る管理体制の強化と、業務フローの合理化(継続) 　～Fidessa構築（継続）、アルゴリズムトレーディング対応　等。

ハード/ソフトに関する管理台帳の詳細化等、当社システムの管理体制を整備し、シス ・　仕組債・デリバティブ取引件数の拡大対応

テム投資に関する一連の業務フローについてシステム化等による合理化を行う。 　～エキゾティックデリバティブ関連各システムのインフラ整備とアプリ開発

・　ｱﾅﾘｽﾄﾚﾎﾟｰﾄWEB配信ｼｽﾃﾑ開発推進

● 業容・サービス拡大、業務内容高度化に耐えうるシステムインフラの構築

・ 証券仲介を含む業容拡大政策実行のためのシステム増強 ◎ 人的リソースの全容把握、効率的な配置とコントロール ◆ 業務量増加に伴うリテール系システム増強(継続)

～ リテール系基幹システム増強と一部情報系システムの再構築 システム部員・システム子会社・協力会社等人的なリソースと全体の開発力を把握し、 ・　PEGASUS対応

・ お客様サービス向上に向けた帳票等の抜本的改善 必要に応じて随時フォーメーションの最適化を図る等、機敏なマネジメントが必要。 　～店番4桁化の対応および仲介口座の一括扱店変更の実施。

～ 取引残高報告書の見直等のお客様満足度向上施策の実施 ○ 適正投資規模の把握と効率的な資本投下 　～新基盤および業務アプリケーションの稼動確認。

・ トレーディング力、ソリューション力の強化と質の高いサービスの提供 システム投資・開発規模に係る当社の適正規模を策定し、限られた資源を効率的に ・　新営業支援システム（現eSM）再構築

～ エクイティ発注系再構築、デリバティブ系システムの増強等 投下すべく、適切な案件の選定や開発プロセスの合理化を行わなければならない。 　～基本設計完了を受け、詳細設計・単体開発の実施及び機器導入と基盤構築。

・　リテールフロントシステム（法人債券約定・在庫管理・為替システム再構築）対応

　～概要設計完了を受け、基本設計、基盤方式設計を実施。

● 事務システム体制とオペレーションの高度化・効率化 ■ 案件毎の要件の確実性・合理性精査と、真に必要な案件に絞った対応。 ・　リテール周辺、チェネル系システム対応

・ 営業店事務の効率化 一定額を超える案件については、主管部署による全体調整（政策検討会の実施等）を 　～業務量増加に向けた性能対策および機能拡張の実施

～ 営業店事務の標準化・集中化による事務品質の向上推進 促し、無駄・手戻りの無いシステム投資の実行を行う。また、それ以外の個々の案件

・ コストの適正化とクオリティの向上 についても、内容や規模に応じてそれぞれに見合った投資効果の判定を行い、開発体 ◆ お客様サービス向上施策の実施と制度変更への着実な対応(継続)

～ 調達運営に係るトータルコストの削減とクオリティの向上 制のコントロールも合わせて効率化・合理化を図る。 ・　お客様サービス向上施策の実施

・ 適正な資本配分のため、効果的なシステム投資の実施 ◆ 戦略的業務対応 　～前期に引き続き取引残高報告書再構築実施、三菱東京UFJ銀行ﾘｱﾙﾀｲﾑ口座振替ｻｰ

～ 投資判断の際の投資対効果の検証と、事後のフォロー体制およびスキーム 引き続きグローバルな視点も見据えた次期エクイティシステムの構築推進と、デリバ 　　ﾋﾞｽ開発推進　等

の確立 系各システムの増強を行う。 ・　制度変更対応

◆ 業務量増加に伴うリテール系システム増強(継続) 　～金融商取法、株券電子化制度、上場投信の振替制度対応　等

前期より本格対応フェーズ入りした業務量増加対応につき、今期は開発の佳境に入

● 高度なリスク管理・内部統制の実現 るため、計画に齟齬を来たさないよう、着実に開発の推進を行う。 ◆ 業務効率化施策と老朽化対策などのインフラ整備の実施

・ SOX404条対応 ◆ お客様サービス向上施策の実施と制度変更への着実な対応(継続) ・　営業店系施策

～ IT全般に関する内部統制を文書化・実行し、評価を行う。 引き続きお客様向け帳票の刷新等、新サービス追加に向けて基幹系システムへの改 　～郵送管理システム構築、豊洲センターのインフラ整備、店舗統廃合対応　等

・ 情報セキュリティにおけるより一層の管理強化 修について設計・開発を行う。また、金融商取法をはじめとする制度変更について、着 ・　本社系施策

～ 監視機能を強化し、違反の牽制・抑止と事後のトレース可能な体系の構築 実な対応を行う。 　～新人事ｼｽﾃﾑ導入、仕組債管理DBと銘柄管理ｼｽﾃﾑの連携、外貨・外証関連システム

・ 災害時対応に配慮した効率的な運用体制の確立 ◆ 業務効率化施策と老朽化対策などのインフラ整備の実施 　　(Herios)リリース　等

～ バックアップサイト機能の拡充の検討を行う。 投資効果の大きい業務効率化施策を厳選して実施するとともに、保守・サポート切れ

等によるシステム停止リスクが大きいシステムについて更改を行う。 ◇ BCP実行計画の策定とその他内部統制施策の実施(継続)

◇ BCP実行計画の策定とその他内部統制施策の実施(継続) ・　BCPへの対応

● 専門性を持つ問題解決型人材の育成と、ベンダリソースも含めた適正配分 災害対策については、BCPの実行計画の策定と推進体制の構築を行う。また、内部 　～フロント業務用バックアップサイト構築について、実行計画の策定を行う。

・ ＩＴソリューション構築のプロフェッショナルの育成 統制については、SOXの本格実施に備え、統制の高度化を継続的に推進するとともに、 ・　SOX４０４条対応

～ 自らが業務に踏み込み、システム化における最適解を導くことができる人材 各システムへの利用権限付与に係るルールの整備を行う。 　～自己点検シートの構成見直し及び新規開発案件への対応（自己点検シートへの反映、

の育成と体制の構築 ◎ システム部門の体制とリソースの最適化(継続) 　　UAT(ベースラインテスト)の実施）を推進。

組織の方向性を踏まえ、当部に今後必要とされる人材の育成計画を策定するとともに、 ・　システム利用権限付与ルールの整備

MUSISとの一体運営等も含め人員の効率的な配置を行う。 　～各システムの利用権限の主管部署をさだめ、利用権限付与のルールをシステム毎に

○ システム投資関連業務の高度化と管理強化（Ph.2） 　　順次整備していく。

前期より構築に入ったシステム投資に係る一連の業務フロー（案件申請～見積り・

開発～投資・経費予実管理～付替え）の管理を可能にするシステムについて、継続 ◎ システム部門の体制とリソースの最適化(継続)

して推進を行う。また、保有資産の管理強化のために管理台帳を整備するほか、営業 ・まずは、当社システム開発におけるMUSISの位置付け・役割をより明確化し、MUSISとの

情報コストについて更なる削減を行うため、個人レベルでの情報コスト開示を実施し、 　システム開発の一体化・協働化の是非も含め、人的リソースの配分を検討。

営業情報コストに対する意識向上を図る。

○ システム投資関連業務の高度化と管理強化（Ph.2）

・「アルテミスPh.2～ワークフロー編」の運用開始と、Ph.3「予実績管理システム」構築

・システム管理台帳の維持管理について、業務フローの整備と体制の構築。

・MDMツール（営業情報費コスト管理パッケージ）の導入による個人別営業情報コスト管理

　の運用を開始。

2007年度上期施策 （システム部）

中期的な目標

克服すべき課題

事業環境分析

施策展開の具体的な方法2007年度上期の目標設定

具体的な施策

＜＜ここは変更なし＞＞

＜＜ここも変更なし＞＞

経営戦略
事業計画

INPUT

経営戦略、事業戦略、および経営層から
のヒアリングなどをもとに、企業の方向性や
ビジネスドメイン、取り組むべき課題を明ら
かにし、組織や人材に関する要件をまとめる

要求分析 タスク
分析

役割定義 評価項目・
判定基準

策定

試⾏と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施

/評価/改善OUTPUT

自社要件
定義

成果物①自社要件定義
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【2日目】タスク分析〜自社タスク初期設定

要求分析 タスク
分析

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準

策定

試⾏と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施

/評価/改善

タスク
分析

役割定義

要求モデル、現⾏の業務プロセス、組織図、業務
分掌規程、および組織機能検証結果や組織責
任者からのヒアリングなどをもとに、自社タスクを
明らかにする

OUTPUTINPUT

現⾏業務プロセス

成果物②

タスク・
ディクショナリ

タスク一覧

自社タスク定義組織機能
検証結果

自社タスク
定義
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【3日目】役割定義〜役割概要設定

要求分析 タスク
分析

試⾏と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施

/評価/改善

自タスク・
役割定義

評価項目・
判定基準

策定

評価項目・
判定基準

策定

INPUT OUTPUT

成果物③

自社役割定義の概要を明記したものを作成
する

現場の方々や経営層に説明する際に必要と
なる

役割概要設定自社タスク
定義

役割概要
設定
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【4日目】評価項目策定

要求分析 タスク
分析

評価項目・
判定基準

策定

試⾏と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施

/評価/改善

役割定義

INPUT OUTPUT

成果物⑤
役割・タスク クロスリファレンスⅡ

タスク・
ディクショナリ

タスク一覧

役割タスク
ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽⅠ

役割・タスク
ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽⅡ

役割に対するタスクのマッピングについて、
評価項目を参照し、再確認する
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【4日目】判定基準策定(1)〜役割レベル設定

要求分析 タスク
分析

評価項目・
判定基準

策定

試⾏と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施

/評価/改善

役割定義

INPUT OUTPUT

成果物⑥

要求モデル、自社タスク初期設定、組織機能
検証の結果などをもとに、自社タスクを実現
するための役割を策定する

キャリアパスを設定する枠組みにも利用できる

役割レベル設定

レベル レベル概要
プロフェッショナル

全社的な業務、関連部門が複数に渡る複雑な業務、高い確実性を求められる業務を主体となっ
て推進するレベル。

エキスパート

実績に裏打ちされた独自の専門スキルを活かし、担当業務をリードするレベル。発見された業務
上の課題解決を最適な解決策をもってリードするレベル。

スペシャリスト

独自の専門スキルを活かし、担当業務のリーダーを補佐するレベル。発見された業務上の課題
解決を最適な解決策を提案するレベル。

シニア

専門スキルを活かし、担当業務を主要スタッフとして独自でするレベル。独力で業務上の課題を
発見し、自らのスキルを活かして解決をするレベル。

ミドル

限定的、部分的なタスクを独力で遂行するレベル。上位レベルの指導下で、業務上の課題発見
と解決をするレベル。

アシスタント

基本的な業務については一部を上位レベル者のサポートを受けながら実施できるレベル。

エントリー

上位レベル者のサポートを受けながら限定された役割を遂行するレベル。
Ⅰ

Ⅴ

Ⅶ

Ⅵ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

役割レベル
設定

役割・タスク
ｸﾛｽﾘﾌｧﾚﾝｽⅠ
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【4日目】判定基準策定(2)

要求分析 タスク
分析

評価項目・
判定基準

策定

試⾏と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施

/評価/改善

役割定義

中分類A

中分類B

中分類C

中分類D

役
割
Ⅰ

役
割
Ⅱ 役

割
Ⅲ

小分類 a1
小分類 a2
小分類 a3
小分類 b1
小分類 b2
小分類 b3

小分類 b5
小分類 b4

小分類 c1
小分類 c2
小分類 d1
小分類 d2
小分類 d3

役割レベル 判定役割レベル 判定タスクレベル 判定タスクレベル 判定
個人診断⼊⼒個人診断⼊⼒

大分類α

大分類β

5段階の診断を個人が⾏う
L0 ︓ 経験も知識もない
L1 ︓ 経験はないが知識はある
L2 ︓ 他者の指導の下で実施できる
L3 ︓ 独⼒で実施できる
L4 ︓ 他者を指導できる

iCD活用システムでは個人の診断⼊⼒により、自動的に2方向からの判定が可能

診断結果から自動判定
判定基準はカスタマイズ可能
役割名やレベルについては各
社の定義による

診断結果から大分類および中分
類のレベルでも自動判定(平均)
判定基準はカスタマイズ可能
レベルについては各社の定義による

9

【5日目】試⾏と確定〜パイロットレコーディング(1)

要求分析 タスク
分析

評価項目・
判定基準

策定

試⾏と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施

/評価/改善

役割定義

①パイロット・レコーダー選定 ②パイロット・レコーディング
※誰がどの役割・レベルに該当するのか予め想
定しておいてください。

※パイロット・レコーディングを実施。
※あわせて、アンケートを実施。

シ
ス
テ
ム
を
利
用

③チューニング
※イメージに合うよう、タスク
やレベル判定基準を調整

成果物⑦現状分析
予測

現状分析予測
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【5日目】試⾏と確定〜パイロットレコーディング(2)

要求分析 タスク
分析

評価項目・
判定基準

策定

試⾏と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施

/評価/改善

役割定義

診断
レベル 要求されるレベル 説明

Ｌ０ 知識、経験無し 経験も知識もない

Ｌ１ トレーニングを受けた程
度の知識あり

実務経験はないが、教育・研修等で学んだことがあり、概要を説明できる程度
には理解している

Ｌ２ サポートがあれば実施で
きる、またはその経験あり 上司や先輩などの指導、指示を随時受けながら実施したことがある

Ｌ３ 独⼒で実施できる、また
はその経験あり

独⼒で実施したことがある
または

メンバー（他社のメンバーを含みます）に具体的な指示を出し、 自身で主体
的にリードしたことがある

Ｌ４ 他者を指導できる、また
はその経験あり

独⼒で実施した経験があり、かつ、⽇常の業務やOJT、社内勉強会などを通
じてメンバーを指導したことがある

診断レベル（5段階）
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【6日目】現状把握/ギャップ分析

要求分析 タスク
分析

評価項目・
判定基準

策定

人材育成
計画
策定

人材育成
計画実施

/評価/改善

役割定義 試⾏と
確定

現状把握
/ギャップ
分析

・現状分析結果を基に、レベル感の調整などの最終確認を実施し、最終版を作成します
成果物⑧現状分析

結果
現状分析結果
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